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文献にみる看護と介護の協働の実態とその背景要因
Background Factors and Realities of Colaboration and Nursing Care in Literature 
大儀律子1) 萩原桂子1) 野田部恵1) 坂口桃子1)





























































を除くと 5件、 {i看護Jx i介護J}で抄録のあるもの
1497件のうち、学生教育や訪問看護など、ある業務に特
化しており本研究の課題に該当しないものを除くと34













































医療体系について論じたものが3件 (阿部.2007) ; 
(佐々木ら.2007) ; (林.2013)教育カリキュラムにつ
















































たものは2件(水上， 2007) ; (赤沢ら， 2011)、専門性
や役割の理解が相互に出来ていないことを論じたものが
5件 (佐野， 2008); (川添， 2008); (田中ら， 2010); (滝
下ら，2011) ; (増田， 2012)、看護職と介護職の法体系
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